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司会（先崎千尋）

それではご着席ください。おはようございま

す。夕べの座喜味城跡でのカチャーシーいかが

だったでしょうか。まだその余韻が残っている

感じでございますし、また安田助役の挨拶もす

ばらしいものであったと思います。今朝の新聞

によりますと、山内村長アメリカでくしゃみを

していると出ておりました。（笑い）

さて環境自治体会議は３日目になりました。

昨日１日三つの分科会に分かれまして、それぞ

れテーマを立てて、その下でいろいろ御討議を

いただきました。その結果を最初に三人の司会

者の方から御報告をいただきたいと思います。

順序に従い、第一分科会「南北問題と環境保護」

というテーマでございますが、司会者団を代表

いたしまして富山薬科大学の松繁さんにお願い

をいたします。なお一人1 5分ぐらいずつでお願

いをいたします。それでは松繁さんよろしく。

松繁克道

おはようございます。第一分科会担当いたし

ました司会者団の一人、松繁でございます。第

一分科会は「南北問題と環境問題」というテー

マです。分かりやすくいいますと、キーワード

を申し上げますと、町おこし。町おこしはある

意味では開発ですけれども、その開発に自然破

壊というのが伴うわけですが、そういった意味

での町おこしと自然保護。それから行政の活動

と市民側の活動の問題。それから南北問題とい

うのは昨年ブラジルのいわゆる「地球サミット」

でも非常にテーマになりました問題ですけれど

も、これを簡単に定義付けしますと、生産する

側と消費する側、それから搾取される側と搾取

する側というような問題があります。例えば身

近な例ですと、川上と川下の問題というとこも

出てくるわけです。いわゆる先進国と低開発国

の問題。そういった問題、それは同じ日本の国

内におきましても過疎と過密の問題というよう

なことにも関わってくる問題です。そういうこ

とで、非常にその南北問題と環境問題というの

は、今回の環境自治体会議の中でも総論的なか

たちのテーマということで、逆に掴み所がない

ような難しいテーマであるわけでありますけれ

ども、まず会の運営としましては、司会者団が

三名おりました。まず司会者の自己紹介とこの

テーマに関わる関係ということで北海道斜里町

の午来昌（ごらいさかえ）町長さんに御挨拶を

いただきました。午来町長さんは自然保護審議

会委員、自然景観保護審議会委員ということで

活躍されておりまして、斜里町における自然保

護の問題をお話いただきました。それから三重

県紀和町の中浦敏夫町長さんにはふるさと公社

の理事長でいらっしゃり「切らずの森条例」と

いうものを制定された経緯をお話いただきまし

た。「切らずの森条例」と言いますのは、元々こ

の三重県紀和町というのは森林の町であるわけ

ですけれども、町の全森林の２パーセントを切

らずの森と、これから一切切らないというかた

ちで自然を残すという条例、これが「切らずの

森条例」であるわけでございます。そういった

経緯をお話いただきました。

そして第一分科会の根本的な問題提起をいた

だきましたのが帯広の高橋幹夫市長さんです。

帯広というのは北海道でいいますと十勝で、非
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常に広大な土地を持っているわけで、１市1 9町、

2 0の行政地区があるわけでございますけれども、

人口が約4 0万です。帯広市だけで人口4 0万のう

ちの1 7万の人口をもっているわけですから、あ

との1 9町はほんとに一万人前後というわけにな

るわけでございますけれども、そういう中にあ

って、高橋市長さんは生活環境部のお仕事を非

常に長くなされてました。そのキャリアで帯広

市の緑の保全、そういった環境保護ということ

に取り組まれた経緯をお話いただき、それがこ

の第一分科会の問題提起になったわけです。そ

してパネラーの皆さん方のお話は、まず一番目

に沖縄那覇市ご出身の写真家である吉嶺全二さ

んが沖縄の復帰前から今日にいたるまで沖縄の

環境を写真家という立場から写真を通じて定点

観測をされ、これを映像として昨日見せていた

だきました。私たち非常にショックを受けまし

た。生々しい自然破壊を1 0年2 0年3 0年通じて、

こんなに変わるものかということをほんとに目

で、それこそデジタルと言いますか、同じ場所

がほんとにその同じアングルで写真を撮られて

これだけ変わるんだということは、ほんとに説

得力と言いますか、切実に私たちの目に訴えら

れるものがあったわけです。吉嶺さんは主に沖

縄の珊瑚礁を中心に映像を見せていただいたわ

けでございますけれども、ほっとけばこれだけ

環境というのは酷いんだということを、私たち

ショックを受けたわけです。もちろん努力され

ているんですけれども、吉嶺さんの提案と言い

ますか考え方は、こういう自然保護は国だけに

任せても駄目だ。確かに沖縄はもう復帰した後

ある意味では逆に他の市町村よりお金が余分に

出ているかもしれません。しかし、そのお金の

使い方を間違うと、珊瑚礁は十分生きていると

か間違った報道のもとにいわゆる情報攪乱と言

いますが、情報操作というのが行われて、ほん

との現実を見失うようなことも現実に起こって

いるんじゃないだろうか。それを更に敷衍され

て、もし北方領土が戻った時にはこの沖縄の二

の舞をしたんでは、あのすばらしい北方領土の

自然が破壊されるんじゃないか、その本土並に

復帰するためにはその開発、開発ということに

なれば北方領土だってあっと言う間に沖縄の二

つの舞になってしまうということを強烈にアピ

ールしてもらいました。

次に消費者団体としてＮＧＯでもない要する

に消費者団体として、どんなことができるんだ

ろうか、小さいことでも始めようということで

生活クラブ神奈川の川島庸子様にその活動の一

端をお話いただきました。生活クラブというの

は全国で 2 2万人の会員がございますけれども、

神奈川が一番大きいということで会員が７万人

いるわけで、その中でただ消費者団体的なかた

ちの運動だけじゃなくて、もっと国際社会の一

員としての、日本人としてもっと国際活動がで

きないかということで、地球の木という市民運

動を作って、始まったばかりですけれども東南

アジア、今は特にフィリピンとの関係が今のと

ころは一番あるわけですけれども、消費者とし

て東南アジアの皆さま方と国際交流をしながら、

そういった単なる消費者と或いは生産国と消費

国、輸出国と輸入国という関係ではなくて、自

然保護ということを考えながら諸外国の皆さん

方とやっていこうという運動の一端をお話いた

だきました。

それから次に、北海道国際交流センターとい

うのがありまして、そこの所長さんでいらっし

ゃるマレーシア出身のガン・ソウ・ヤン・さん

にマレーシアのある一地区における日本企業進

出による公害問題をお話いただきました。非常

にそのマレーシアというのは森林国ですばらし

い緑をもっている国ですけれども、そこの森の

中に、ブキメラというところに日本企業が出資

して、半導体などの原料になる希土の工場と造



ったわけですけれども、その生産過程の中で放

射性廃棄物が出るわけです。そのスライドでそ

の生々しい現状を見せていただきましたけれど

も、要するに正しくチェルノブイリの原発事故

と同じようなことが地域住民に起きているわけ

です。いわゆる奇形児とか精神障害とかいろん

な問題がおきているわけです。これはやはり水

の問題、その廃棄物処理がずさんなために、垂

れ流しになっている。それを川上から川下へ来

て、川下の人がその水を、その水道がないわけ

ですから、そういった川の水をタレ流しの水を

川下の住民は、その工場の川下の住民は、それ

を知らずに飲んでいるわけです。汚染であれば、

化学物質的な汚染であれば、味とか匂いがする

わけですけれども、放射性ですからこれは分か

らないわけですね。ですから、その因果関係も

非常に揉めているところですけれども、やはり

それはどうみてもはっきりしたと思うわけです

けれども、そういったことが日本側としても東

南アジアの友好国の皆さん方に現実にそういう

ことがあるんだということを、それは私たち非

常に恥ずかしく思いますし、それをどう解決し

たらいいのか。ただ一企業と地域の問題じゃな

いということも、これも南北問題として大きな

問題だと思います。

そして最後に、北九州市における環境国際協

力ということで、北九州市国際技術協力協会の

環境協力センターの野田清敏さんに事例報告を

いただきました。この北九州市の環境国際協力

というのは、非常に充実した内容と昭和3 0年代

からのキャリアを持っているわけで、例えば昨

年平成４年には地球サミットで国連地方自治大

賞の表彰を受けたというような、非常に地方に

あって素晴らしいその国際的な活動をしている

ところです。日本と諸外国とどういう形で関係

ができるのかと、単なる資金援助ということで

なくて、相手国の実情に応じた国際協力それか

ら適正な技術の検討・開発、それから国際協力

に携わる人材の確保・養成それから環境保全と

開発、生産性向上の両立、そしてそれにそれを

行うための資金の確保をどうするかというよう

なことをお話いただいたわけです。

そして、そういった問題提起を踏まえまして、

会場から活発な御意見をいただきました。一つ

はキーワードにもなっています町おこしと自然

保護の、ある意味じゃ二律背反と言いますか、

ということの一つの事例として、北海道士幌町

の事例が会場から御報告いただきました。これ

はどういうことかと言いますと、士幌町とその

隣の鹿追町、然別湖（しかりべつこ）という大

変すばらしい観光地もあるわけですけれども、

この二つの町を結びますと、両町は非常にいろ

んな面でメリットがあるわけですけれども、そ

れをそのあと2 . 6キロ残して、その自然環境保護

団体などの反対圧力運動でストップしているわ

けです。しかし士幌町というところはこの3 0年

間、町民の全員参加の形で緑の自然を守ってき

ているわけです。その演習地に対してかつて町

を二分して、賛成・反対で問題が起きたわけで

すけども、今その演習地をやめてそれを緑にし

ているわけです。もしそのまま演習地であれば

沖縄の現実と同じように、砂漠のところになっ

ていたわけですけれども、それを演習地にしな

いで緑にしたと、そういう実績をもっている町

なんですけれども、その何といいますか環境保

護団体は現実を知らないで、ただ道路造りは自

然破壊だという一面だけを見ているわけです。

ですから昨年の第一回の池田町会議でもゴルフ

場反対、ゴルフ場反対という言葉もありました

けれども、例えば鳥取の砂丘では、砂丘は砂丘

としての一つの自然背景があるわけですけども、

やはり緑化ということでゴルフ場を造って、逆

にゴルフ場のために緑が保護できたと、維持で

きたという事例があったわけなので、ただその
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感覚的に道路建設は自然破壊であると或いはそ

の道路の側に啼きウサギという非常に珍しい動

物がいるわけです。その道路を造ったらその啼

きウサギがいなくなってしまうんじゃないかと

か、それをもっと動物学者、生態学者、エコロ

ジー関係できちんと調べれば分かることなんで

す。道路を造っても啼きウサギは決して絶滅し

ないわけなんですね。だからその感覚的な自然

運動というものと或いは行政と市民運動という

ようなことのかかわり合いというのは非常に難

しいもんだということを、そういった一つの事

例から見ることができたわけです。

それから、もう一つのキーワードですけれど

も、行政と住民側という問題、会場からもっと

行政は地域住民に対して、実は環境問題につい

てもっと教育アピールしてほしいという提案も

ありました。瓜連町の先崎町長さんは小さな町

の例として、小さな町の場合はいわゆる座談会

というような対話集会、膝をまじえた話ができ

るわけです。その中からいろんな住民の方の意

見を吸い上げることができるわけです。今度は

逆に大きな自治体の例ということで、帯広の1 7

万人の町の例ということで、しかしそういった

1 7万人の町でも、年間5 0回は最低その対話集会

と言いますか、住民との会話をしようという、

そういったことでこの３年間そういった形でや

って、住民の声を吸い上げるという、そういった

努力はやはり大きくもできるんではないかとい

う、いわゆる直接対話のお話をいただきました。

それから最後に、こういった自然環境・自然

保護をやる場合に、行政と住民の問題と、もう

一つ今度は企業と行政の問題がある。これはそ

の国際間でもそう、先ほどのマレーシアの日本

企業による公害垂れ流しという問題もあります

けれども、日本国内においても、大企業と地方

行政のあり方、これも非常に大きな問題。どち

らが主体かと、時によっては企業のほうが地方

自治体を支配してしまうということも現実にあ

るわけです。例えばある例を挙げますと、観光

客が年間1 5 0万人来る。東京から大資本が出て、

町の活性化として見かけはいいんですけれども、

じゃあそこの1 5 0万人の野菜はどうしているかと

いうと、地元の野菜をつかわないで東京から野

菜が全部飛んでくるということが現実に起きて

いるわけです。ですから、やはりそういったそ

の経済的な問題もありますし、それからリゾー

ト開発とその自然環境の問題ということもある

んじゃないかと思います。ですから産・学・官

と言いますか、産業の学者の世界といわゆる大

学の世界と行政との問題、この辺なども例えば

珊瑚の例をみると、じゃあその水産学的に珊瑚

の保護ということで、学術的な意味でどれだけ

のことを学問の世界でやってきたかと、じゃあ

それをその行政がその学問をどうやってうまく

利用してきたか。そこには法律とかいろんな条

例とかが絡んでくる。別に学問が未熟というこ

とではなくて、その折角の珊瑚保存の学問を今

度は逆に法律の問題で生かせないということも

出てくるわけです。ですから産・学・官の関係

も今後どうするかということも一つのテーマで

はないかと思います。結局まとまらない形で起

きたテーマだけに、まとまりのない形になりま

したけれども、やはりこの南北問題と環境問題

と言うのは今後大きなテーマじゃないかと。最

後に会場から大変お誉めと言いますか何といい

ますか、こういう活動をぜひ１年に１回ではな

く、全国的にいろんな形で幅広くと言いますか、

回数多くやってくれないかということもいただ

きました。どうもまとまらない話になりました

が、第一分科会の報告を終わらせていただきま

す。

司会（先崎千尋）

どうもありがとうございました。恐れ入りま

すが1 5分ぐらい或いは1 5分以内でお願いしたい



と思います。続きまして第二分科会は「ローカ

ルアジェンダ2 1」がテーマでございました。司

会者団を代表いたしまして神奈川県地方自治総

合研究所の所長・後藤仁さんにお願いいたしま

す。それではどうぞ。

後藤仁

それでは第二分科会につきまして、司会をし

ながら私が感じましたこと、司会者の私見でご

ざいますけれども、それを申し上げて報告に代

えたいと思います。まず「ローカルアジェンダ

2 1」という言葉自体がちょっと耳慣れないわけ

です。ローカルは地方のということになるでし

ょうが、アジェンダは何だろう。私は一番日本

語で近いなと思うのは、「議事次第」ではないか

なと感じております。具体的には環境問題につ

いてのローカルアジェンダということなんです

が、私たちが直面している現代の環境問題に関

するそれぞれの地方での取り組み方の範囲です

とか、構造ですとか、手順、広がりと繋がりと

連なりと言いますか、そういうものを定めるの

がローカルアジェンダだろうというふうに受け

取っています。

さて、それをテーマに議論を第二分科会でし

たわけですけれども、この範囲を構造、広がり

と繋がりにつきましては、ある程度、議論が進

んだように思います。これはまあ全く参加者の

皆さんのお陰でございます。ここに参加者の皆

さんを紹介することは、時間の都合で避けます

が、市民運動を実際にやっていらっしゃる方、

それから農業を仕事としている方、下水道技術

の専門家、自治体政府の行政部門の職員、その

職員組合の人、それから教職員関係の組合の方

もいました。グローバルな自治体同志の連合体

について詳しい方も来てくださいましたし、首

長、議員からも発言がございました。参加者が

非常に立場も多様でありましたので、いろんな

繋がりがみえてきたというふうに言えます。

例えば、この地元の沖縄で言いますと、ヤン

バルの開発というのが赤土で海を汚染している。

テレビではありませんけれども、チュラ（美し

い）海というのはチュラ山に繋がっているとい

うことでございます。そういう開発に比べて、

開発にこれがなるのかどうか、例えば下水道の

問題はどう考えたらいいのか。下水道をさらに

造っていくと、上水道の問題にぶつかる。下水

を流すには大体上水がなくちゃあ流れないわけ

です。まあそんなようなことが繋がってきて、

土地の開発と自然保全という大問題になる。連

想ゲームみたいなものなのですが、本当にいろ

いろな繋がりがあるわけです。自然を管理する

中で人間の心も管理してきている。今の教育は

このままでいいんだろうか。自然保護と環境教

育というのはちょっと大事な結びつきじゃない

かという御意見もございました。

それから、問題として古くからある問題とこ

こにきて新しく取り上げられている問題。例え

ば松枯れと酸性雨というのはどこかで関係がな

いんだろうかというふうなこともあります。問

題としてのオールドカマーとニューカマーとい

うことがあると思います。そして、さらに酸性

雨ということになりますと、酸性雨には国境が

ないですから、地域と地球が相互に繋がってく

る。それからこの問題の解決のためには、市民

と自治体政府と企業とが何らかの共同行動をし

なければいけないわけですが、企業の方はとっ
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くに国境を越えているわけで、それに対して市

民がＮＧＯとしてどう国際的に繋がっていくの

か。そして自治体の方にもＩＣＬＥＩという環

境関係の自治体連合が国際的にありますが、そ

ういう例の紹介がございました。

こうした繋がりがいろいろ指摘されたのです

が、それ予定調和じゃないわけでありまして、

その中には対立の契機が含まれているのです。

その対立の面も議論のなかに伏在をしておりま

して、ちらほらと見え隠れをしていたのが印象

的でございました。ただしこの点を掘り下げる

ことは残念ながら第二分科会ではできなかった。

不十分だったように思います。これは参加者の

皆さんの責任じゃなくて、司会をいたしました

私の責任でございます。

市民と自治体政府、自治体政府というのは本

来の市民の政府。市民の市民による市民のため

の政府なんですけれども、直接請求の運動なん

かされた方に言わすれば、そうすんなりとつな

がるんもんじゃありません。政府のなかの立法

府、行政府、議会と首長の関係。政府と政府の

補助関係である行政の当局との関係、当局のな

かでも労働組合の関係ですね。それから労働組

合と市民運動の関係。労働運動についてかなり

市民運動は協力しているけれど、市民運動の現

場に労働運動の姿があまり見えないじゃないか。

具体的には自治労の皆さんどこにいるんでしょ

うというふうな指摘もございました。市町村と

都道府県、この間ももちろん協力関係もありま

すが、対立関係もございます。本当のローカル

ガバメント（local government）、本当の地方と

いうのは市町村じゃないかという御指摘もござ

いました。それから地方の政府と国の政府の関

係でございます。このようにさまざまにある意

味では対立した関係が錯綜しています。それと

市民の企業、自治体と企業も単純に手を結べな

い。例えば政府の仕事で非常に大事なのは、き

ちんとしたデータ、数字、数値、指標等をちゃ

んと収集しまして、公表していくことだと思い

ますが、これを公表するにあたって果して企業

との間に対立関係は生じないんだろうか。

それから地球と地域について、地球環境だけ

を考えていると、足元の地域のことがどうなる

んだろうかという問題もあるようです。それに

開発と保全の間の厳しい対立。持続的開発とい

うことで、言葉ではくっつきますけれども、そ

う簡単なものではない。逆にいうと人間と自然、

1 0 0年とか、或いは化学物質なんかを考えますと

何万年という単位で動いております自然と、短

期の人間の開発。これはなかなか両立しがたい。

技術についても下水道技術の専門家から、自然

にやさしいと言われているもののなかにも、個

人の責任か公共部門の責任ということになると

問題があるんだという御指摘もございました。

それから自然同志も人間のお陰で対立をしてい

る面もございます。人間の手を加えて、もう一

回手を加えちゃったんですから、引き続き人間

の手を加えざるをえない自然もありますし、加

えてはいけない自然もあるわけでございます。

そしてさらに地方同志もいつも手を結べるとは

限らない。

この沖縄へ参りまして私たち大変歓迎を受け

ました。それは素直にありがたく感じておりま

す。同時に新聞を読みましたら、昨年の新聞で

すが、昨年の５月に沖縄は日本復帰2 0周年にな

ったのですが、その中でこの日本復帰の2 0年大

和世を生きてという連載がありました。大和世

の2 0年は開発の2 0年ではなかったかということ

が指摘されていました。大和側の人間としてど

う受け止めるべきか深刻に感じているところで

ございます。

というわけで、今回の議論を通じまして問題

の認識はまだ表層のレベルに止まったように思

います。構造を掴みきれてない。めりはりがつ



かなかった。地球環境の問題は地球全体の問題

なんだ。人類全体の問題なんだ。だから総ての

地方の問題、総ての個人の問題だ。だから皆で

一緒にやりましょうと。とかくこういう議論に

なりがちなんですが、これでは問題は認識もで

きないし、いわんや解決策が見えてこないよう

に思います。問題の認識が不十分で、問題の解

決が見えませんとアジェンダのうちの手順に当

たる部分が確定できないわけでございます。

そこで結論的なことを申しますと、まずそれ

ぞれの地方で、この沖縄の読谷で、そして第一

回のこの会議を引き受けていただいた北海道の

池田で、或いは全国それぞれのところでローカ

ルアジェンダを固めていく。環境自治体をつく

っていく、その仕事は当然やらなければいけな

いわけですが、それは前提といましまして、同

時に交流、テーブルをいろいろと設けていった

ほうがいいだろうということでございます。具

体的には例えば全国の首長さん方に集まってい

ただいて、市町村の首長さん方が環境サミット

みたいなのをやったらどうかという具体的な提

言も会場からいただきました。それも考慮に値

しますが、この環境自治体会議もぜひ第３回を

どこかで開いていただければと思います。そし

てできることならローカルアジェンダという分

科会は、今回一回で終わらせないで、もう少し

続けてやってほしいと思います。ただしテーブ

ルだけじゃ不十分です。問題を解決してアジェ

ンダの手順を固めないといけないわけですから、

今回の議論の繰り返しではいけない。そのため

にはもう少し対立が表に出て、違う立場の人が

真っ正面から議論するような組み立てがあった

ほうがいいのかなというふうに感じました。い

わば難しい課題を先送りしまして、相変わらず

私はきれいごとで逃げちゃうということで大変

申し訳ないんですけれども、次回ぜひ今回の議

論を発展するための機会が設けられれば良いと

思います。以上で報告に代えさせていただきま

す。

司会

ありがとうございました。続いては第三分科

会です。テーマは「環境と平和」御報告は沖縄

県議会議員の照屋寛徳さんです、それではどう

ぞ。

照屋寛徳

おはようございます。「環境と平和」第三分科

会の報告をさせていただきたいと思います。こ

れまで環境問題と平和問題というのは、どちら

かと言いますと、運動としても或いは議論とし

ても別々に論じられ取り組まれてきたかのよう

に思われます。ところが第２回環境自治体会議、

ご当地読谷村で開催されるにあたり、第三分科

会は「環境と平和」というテーマで議論を進め

させていただきました。私ども分科会の冒頭に

沖縄テレビ放送が制作をいたしました「基地と

環境」を皆で見ました。この沖縄、4 8年前に大

変悲惨な戦さがございました。あの沖縄戦はあ

りったけの地獄を集めたような戦争があったと

言われております。2 0万余の尊い命が失われた

だけでなく、戦さによって沖縄の環境が悉く破

壊をされたわけであります。第三分科会は沖縄

テレビ放送の制作した「基地と環境」を見まし

て、改めて平和を守ることが平和を創造してい

くとことが地球環境の保全に繋がるということ

を全員で確認をした次第でございます。さらに
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第三分科会における問題提起者、沖縄市議会議

員の仲村清勇さんの報告によって、戦争状態は

ないけれど軍事基地の存在自体が環境を恒常的

に破壊しつづけているという実態が報告をされ

ました。爆音問題しかりでございます。それか

ら復帰後約2 0年経ちましたけれども、その間ア

メリカ軍の軍事演習による山火事等によって、

2 , 0 0 0ヘクタール以上という膨大な緑が破壊をさ

れているという実態も報告されたわけでござい

ます。

さらに分科会においては、神奈川県逗子市長

の澤光代さんから池子の米軍住宅建設に反対を

して闘ってきた市長として、反安保というイデ

オロギーによる運動ではなく、子ども達のため

に池子の緑を、森を残したいという、その一点

で女性たちが立ち上がり運動を展開し、６回の

選挙と２回のリコールによって市民の支持を拡

大していった。こういう本当にリアルな報告が

行われ、参加者の感銘を受けたところでござい

ます。澤市長は緑を守る運動に自ら参加をし、

同時に市長になられる前は市議会議員でござい

ました。いま逗子市の市長として行政をあずか

っているわけでございますが、市民運動家の立

場、議員の立場そして市長という立場での具体

的な問題提起や発言は、私ども分科会参加者に

大いなる激励と感銘を与え、同時に私たちの環

境問題に取り組んでいく勇気を奪い立たせてく

れました。

また、パネラーの神奈川県地方自治研究セン

ター事務局長の上林得郎さんからは、厚木基地

の爆音問題や横須賀の在日米基地の最近の動き、

それに対する住民運動の取り組みなどの紹介が

ございました。そして私ども沖縄の人たちが非

常に関心を持っております基地から派生するさ

まざまな環境破壊に対して、アメリカの環境法

を盾にした、アメリカの政府に訴えていく。そ

ういう手だてについても具体的な提言があった

のであります。上林さんの報告にも基地の存在

自体が環境や経済に悪影響を与えている。その

全国の実態が具体的に報告をされておりました。

市民運動家のパネリスト有銘政夫さんからは、

沖縄における米軍演習の実態、特にアメリカ海

兵隊の実弾演習によって水源地が破壊をされ、

あるいは地域住民の生活が破壊をされ環境が破

壊をされている。それらの実態について御報告

があり、同時に市民レベルで有銘さんは去る４

月の半ばから５月の初めにかけてアメリカに出

掛けていきまして、沖縄の実態を訴えてきてお

ります。その御報告も有銘さんにいただいた次

第でございます。

生活協同組合Ｅコープの理事長であります本

間恵さんからは、生協運動の中の平和運動につ

いて具体的に提言と報告をいただきました。本

間さんは環境自治体づくりや非核自治体を増や

す運動あるいは生協運動を通して新しく町づく

り、環境にやさしい、人間にやさしい町づくり

運動を展開していく大切さについて、本間さん

から議論をいただいたところでございます。

分科会には全国の自治体関係者あるいはまた

明治学院大学の学生や都留文科大学社会学科ゼ

ミの学生も多く御参加をいただきました。分科

会討議のなかで北海道の町議会議員の方から、

森を守っていく、これが漁業資源の保護にも繋

がるという具体的な問題提起もありました。さ

らに沖縄市平和文化振興課課長の今さんからは、

沖縄市における平和事業、新しい平和を創造し

ていく自治体として取り組み、その中における

悩みというんでしょうか、そういうことなども

報告があったわけであります。自治体における

平和事業の問題については、澤逗子市長からも

平和事業の委員会などに、市民の公募による参

加、この実践例が報告をされておりました。こ

れからは沖縄でいろいろな住民運動あるいは市

民・県民に開かれた政治行政をやっていくうえ



で、このような平和事業あるいは環境を守る事

業等に市民の公募による参加というのを皆で考

えていく必要があるのではないかなと、こうい

うふうに思った次第でございます。なにしろ環

境自治体会議で「環境と平和」ということを、

分科会のテーマに掲げて議論を始めたのは、お

そらく今回が初めてだろうというふうに思いま

す。テーマ自体の広がり或いは重要性のことも

ありまして、いろんな議論が出ました。安保条

約、安保体制をどうみるかというお話もありま

したし、天皇制に対する議論もございました。

ともあれ全国からお集まりいただきました皆

さま方には、この二日間の討議あるいは読谷村

内の視察、県内視察を通して基地沖縄の実態が

分かっていただけたのではないか。こういうふ

うに思っております。復帰して昨年で満2 0年を

迎えましたけれども、一口で申し上げまして、

復帰2 0年というのは私たち1 2 0万県民に対する国

策の犠牲の強要ではなかったかと、こういうふ

うに思っておる次第でございます。この小さな

島沖縄に全国の米軍専用基地の7 0パーセント以

上が集中をしております。戦争だけではなくし

て、基地の存在そのものが私たちの環境を破壊

し続けているという、この実態をしっかりと身

据えた上で、今後とも「環境と平和」の問題に

ついて皆で考えて参りたい。このように確認を

した分科会でございました。どうか環境自治体

会議において、今後とも「環境と平和」の問題

を有機的につなげて議論を深め、そして一人一

人の市民が自覚的に環境問題を取り組んでいく。

そしてこれまでの環境問題が、これだけ大きな

問題として出てきたなかには、経済至上主義と

言うか効率主義と言うか、そういう中での人間

の生活活動、人間活動そのものも今環境を破壊

する大きな原因になっているのではないかとい

うふうにも思われます。それらのことなど含め

て、今後、全国にこの運動が広がっていけば大

変幸いだなと、このことを分科会の参加者が、

全員が確認をしただろうと思います。以上で第

三分科会の報告を終わります。

司会

どうもありがとうございました。以上で三つの

分科会の報告が終わりましたが、特に御意見・御

提言等ございましたら、お受けいたします。

特にございませんでしょうか。それでは、先

へ進めさせていただきます。昨日の心配されま

した座喜味城跡での歓迎会、私ども大変感激を

したわけでございますけれども、裏方として役

場の職員が5 0人参加されたと伺いました。全体

を通して陣頭指揮に当たられました読谷村助役

の安田さんから、環境自治体会議読谷村宣言の

提案がございます。それではお願いいたします。

安田慶造

宣言文を読みあげる前にひと言お礼を申し上

げます。第２回目の環境自治体会議、この読谷

で開催するにあたりまして、多くの方々の関係

者のお力添えを得て無事に終わろうとする只今

を迎えまして、心から感謝を申し上げます。

村長の方からも昨日1 1時５分に電話が入りま

して、この会議の成功を祈ると同時に関係者の

皆さんの御協力に対して、心から感謝を申し上

げますという電話が入っておりましたことをお

伝え申し上げたいと思います。先だっても申し

上げたわけでございますが、全国各地から多く

の方々が参加をしていただき、こうして読谷の
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地で２日間ないし３日間ですか、こうして酒も

酌み交わしながら、長期に滞在をして一応こう

いう会議がもたれたということは、この会議の

趣旨と同時に私たちとしましては、多くの方々

に読谷そのものをある程度知っていただいたと

いうふうに考えておるわけでございます。従い

まして、これを契機にして今後の付き合いもよ

ろしくお願い申し上げたいと思います。そうい

うなかで三つの分科会にわたって、いろいろ討

論がされておるわけでございますが、最終的に

はお互いがこういう壮大な環境問題を論ずると

同時に、身近な問題もいっぱいあろうかと思い

ます。従いまして、地域に帰られて各々の立場

で又それを実践をしていかなければ何の意味も

ないわけでございまして、どうか持ちかえって

また地域において各々頑張っていただきたいな

と思います。そして、多くの自治体職員が参加

をしているわけでございますが、最終的には、

その地域を良くしていくかどうかは自治体職員

の頑張りいかんにかかっていると思うんです。

自治体職員が先頭に立って、地域の方々と関わ

りをもちながら、すべての問題に立ち向かって

いって初めて、その地域が個々の地域が良くな

っていくわけでございまして、それがトータル

として全体が良くなるということにつながると

思います。従いまして、どうぞこれからも、こ

の環境問題につきましてはいろいろ、先ほども

分科会のなかでも開発・保全・市民運動その他

いっぱいあるわけでございますから、最終的に

はどの時点で調和を保ちながら、お互いの素晴

らしい生活環境をつくりあげていくかというの

が大きなねらいかと思います。一方通行の主張

だけでは世の中よくならんと思いますし、そう

いうことでひとつよろしくお願い申し上げたい

と思います。宣言文をよみ上げます。

環境自治体会議　読谷村宣言

1 9 9 3年ポスト冷戦の始まりであると同時に、

世界中で民族間・国家間の抗争が激しくなり、

人々の憎悪と悲しみが、この地球上を覆いはじ

めたこの時期に、沖縄県読谷村で第２回環境自

治体会議が開催されたことは大変意義深いこと

である。

沖縄は第二次世界大戦の悲劇のうえ、敗戦後

は島のほとんどを米軍基地として占領され、半

世紀を経た今日も、依然として県土の1 1 . 1パー

セント（本島の 1 9 . 7％）が基地である。戦争は

沖縄の人々の多数の命を奪っただけでなく、沖

縄の自然の様相をも一変させた。人々が国家や

民族の矛盾を戦争という手段で解決しようとす

るとき、破壊されるのは人間の命だけではなく、

多くの自然や動植物・景観が犠牲となり回復不

能な痛手を受ける。1 9 9 1年の湾岸戦争がそのこ

とを更に証明した。

そして何より戦争が続く限り、人々の環境へ

の関心は二次的なものとなってしまう。日本で

の環境問題への関心が昨年に比べ、急速に薄れ

ていくことに危惧を抱かざるを得ない。

他方でオゾン層の破壊や温暖化現象にみられ

るように、地球環境が人間の活動に関してあま

りにも脆いことも明白である。私たち人類はこ

の限界のなかでの生活様式を、全人類の合意の

もとに早急に創りだす必要性に迫られている。

特に、南側の貧困の克服と北側の消費形態の変

更が共に大切であることは1 9 9 2年のブラジル会

議で確認されたことである。

これからの地球的課題は平和を守ることと自

然と共生すること、そのなかで人類の発展を目

指すことにあるといってよい。

この三つのテーマを一本化させ追求してきた

のが沖縄の人々である。

私たちはその沖縄の地に集い、次のことをお

互いに確認しあった。

一、世界中の自治体は、互いに手を結び、国　

境や民族の違いを越えて、地球環境や地



球環境の保全とお互いの共存共栄の道を

つくりだすために努力する。

一、自治体は、その地域の平和・共生・発展

に、自らの能力で責任をもち、そのため

の政策の立案と実行をすすめる。

一、南側の貧困克服は、南側自身の自発的発

展を重視せねばならず、その活動に日本

の自治体も協力する。

一、日本の自治体は、自治体同志の連携を重

視し、東京偏重のシステムを改革すると

ともに、地域の資源を活用し循環型社会

を構築するように決意する。

一、世界の自治体の一構成員として、先のブ

ラジル会議で決められた、2 1世紀へ向け　

た自治体の行動計画であるローカルアジ

ェンダ2 1を早急に策定する。

以上宣言する。

1 9 9 3年5月2 9日　第２回環境自治体会議

司会

ありがとうございました。ただいまの拍手で

読谷村宣言が採択されたことを確認させていた

だきます。ありがとうございました。それから

先ほども申し上げましたように、この三日間の

環境自治体会議を開催するにあたりまして、読

谷村役場の皆さん方それから更に多くの村民の

方々から多くの支援をいただきました。改めて

皆さま方の拍手で感謝の意を表したいと思いま

す。大変お世話になりました。ありがとうござ

いました。

それでは最後になりました。閉会の挨拶を青

森県野辺地町長の小坂さんから申し上げます。

それではお願いいたします。

小坂郁夫

３日間の皆さんの研修、まことにご苦労さま

でございました。この３日間心あたたまる読谷

村のスタッフの皆さまの気持ちをいただいたわ

けでございます。心から敬意と感謝を申し上げ

たいと存じます。

先ほど安田助役様から最終的には自治体の職

員がいかにして、その地域に根ざした行動を、

また仕事をするのか。それが一つのこれからの

町づくりの第一歩であるというようなお話を聞

かせていただきました。私自身、昨年池田町に

参りまして、池田町の町職員の活躍ぶりに感動

いたし、今回また読谷村の職員の方々の御活躍

ぶりにまた感激をしたものでございます。我々

これからもやはり町づくりの第一歩は町職員・

自治体職員がそれぞれの認識を新たにし地域に

根ざしたことをするのが第一であろうと考えて

おります。その中において、それぞれの地域の

方々がまた多くの方々と、やはり官民一体とな

って地域おこしをしていかなければならないと

感じたわけでございます。来年の第３回の環境

自治体会議まだ正式には決定はしておりません

が、新潟県を一応の目安として考えておるとこ

ろでございます。この環境自治体会議が回を重

ねるごとにまたいろいろな角度から見直しをし

て、皆さまと共に多くの方々を呼びかけ大きな

ものにして参りたいと考えておるところでござ

います。どうぞこれからも皆様の御協力また御提

言をよろしくお願いを申し上げたいと思います。

最後になりましたが、読谷村の益々の御繁栄

とそしてまた御参会の皆さまの御健勝を祈念申

し上げ閉会を宣言させていただきます。大変ご

苦労さまでございました。

193

閉会宣言をする小坂郁夫氏
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司会

以上で第２回環境自治体会議が滞りなく終了

いたしました。第３回環境自治体会議でまたお

会いしましょう。ありがとうございました。
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あとがき

第２回環境自治体会議・読谷村集会の事務局を担当せよ、との指示があったのが今年の３月の

中旬であった。これまで自然や環境保護といった運動についての知識があまりなく、またどうい

う組織、機関が携わって「環境自治体」なるものの運動が展開されているのか等、全く白紙の状

態でのスタートに戸惑いも感じた。

そうした状態で大きな力になって頂いたのが、アースデイ日本の須田晴海氏やそのスタッフ、

そして（株）地域計画研究所の田島利夫氏であった。３月末、田島氏とともに東京の市民運動全

国センターで初めて須田氏やスタッフの皆さんとお会いした。センターの２階に通されたら、ボ

ランティアの人々も含め、ちょうど読谷村での環境自治体会議の開催要綱を袋づめにし、発送す

る作業中であった。せわしく働いている人々の側で仕事の内容や分担などの調整を終え、その場

を後にした。この日から、須田氏の周辺で頑張って頂いている方々を「東京事務局」とかってに

呼ばせて頂くこととした。

「東京事務局」の方々のご協力といろんな面でのご指導がなければ今回の会議の準備、運営は

不可能であった。その後の電話でのやり取りでは、未熟な私たちに細部に至るまでお気遣いをい

ただき、仕事の段取りを教示しただいたことに対して、感謝の気持ちで一杯である。

地球環境・自然というものは、生きた、鼓動する一つの有機体に他ならないのだという。地球

は、いろんな環境要素がつながり合い、連鎖しながら確実に１秒１秒を生きているそんな存在と

して認識され始めている。その連鎖の中で、人類が大きな要素として存在している。「大きな要

素」とは極めて影響力の強い要素であることを意味している。連鎖の中の人類は、というとかつ

ての世界的規模での戦争から、更に「民族紛争」や「地域紛争」と呼ばれる形の戦争を繰り返し、

また地球に優しくない「開発」の進展が自らの存在をも含む地球を破壊して行く。もはや「開発」

も全ての人類の生存を念頭に、それこそ人類の持つ理性を発揮し、その総合的なコントロールを

必要とする時代に突入した。

土も、水も、岩も、風も、植物も、動物も、すべての自然は互いに密接に関係して存在してい

る。人類も、国境や民族の枠を超えて有機的に結合し、ネットワークし、その持てる英知を宇宙

船地球号に注がなければ地球の未来を暗いものにしてしまう可能性が大きいことを私たちは認識

する必要がある。ストックホルム会議から2 0年、昨年のブラジルでの「地球サミット」はそのこ

とを私たちに教えてくれた。

日本国内で、そのリオ会議と同じ年にスタートした環境自治体会議がこれからの2 0年で地球に

明るい未来を約束するような成果を上げることが出来るように、これからの会議の発展と宣言文

で決議された実行性ある「ローカルアジェンダ2 1」の策定にむけて各自治体が互いに協力し合う

とともに、「環境自治体」ネットワークの強化にご助力頂きますようお願い申し上げ、併せて会

議にご参加、ご協力を賜りました全ての皆様方に感謝申し上げ、あとがきとします。

総務部企画課　小橋川　清　弘
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〒9 0 4 - 0 3

沖縄県読谷村字波平3 7番地

電　話 ( 0 9 8 ) 9 5 8 - 2 2 0 1 (代表）
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第6回読谷村平和創造展

V o l . 6

本書は、1 9 9 3年５月2 7日（木）～５月 2 9日（土）

の３日間にわたって開催された、第２回環境自治

体会議・読谷村集会での会議の内容を録音し、そ

のテープ起こしを元に、主な発言者等への校正、

修正加筆をお願いし、さらに事務局を担当した小

橋川清弘が最終原稿として取りまとめたものであ

る。

外来語などは、（ ）内でその意味を加え注を付

けた。さらに、録音機材の不調により、一部声が

途切れ、関係者には多大な迷惑をおかけしたこと

をここにお詫び申し上げます。

ひ
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